
 

 

 

 

 

 

 

 

  Ｇｈｏｓｔ調査の為 

  フェライト（Ｆｅ－ＢＣＣ）をＭＴＥＸで解析 

 

 

  
 

 

 

 解析された結晶方位密度が広がり、最大密度が低下している事が、Ｇｈｏｓｔのように見える。 

  

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１８年０２月０５日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

 前回の調査で、ＭＴＥＸはＨｅｒｍｏｎｉｃの可能性が高い 

   

 

入力データ 

 ＧｏｓｓのＥｕｌｅｒ角の半価幅１0degで１００％の ODF図を作成し 

 極点図をＥｘｐｏｒｔし、ＭＴＥＸで解析し、ＬａｂｏＴｅｘと比較する。 

 

ＭＴＥＸに極点図読み込み 

Import_wizardを使って、Ascデータを読み込む 

 

 

 

 

 

 



 

 odf_cor = calcODF(pf,'silent') 

 

 

 

 

 

変わらない 

 



LaboTex 

 

 

 MTEXでは若干密度が落ちる（５４０－＞３２２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸＯＤＦをＥｘｐｏｒｔし、ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙで表示（３２１．９６） 

 

ＬａｂｏＴｅｘをＧＰＯＤＦＤｉｓｐａｙで表示（５４０．０１） 

 

等高線間隔を１．０で表示している。 

Ｇｈｏｓｔではなく、結晶方位の広がりが違うため、最大密度が異なる事が分かります。 



ＯＤＦ解析をＯｒｔｈｒｏｍｂｉｃで行う場合 

Import_wizardで作成されるソースを変更 

 

＜――追加修正 

 

ＥｘｐｏｒｔしたＯＤＦ（ＴｒｉｃｌｉｎｉｃデータからＯｒｔｈｏｒｏｍｂｉｃ） 

 

 

Ｍａｘ値が異なる。ＭＴＥＸの表示は平滑化が行われている可能性がある。 



逆極点図描画 

>> r=[zvector;yvector;xvector] 
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逆極点図から{011}<100> 

 

逆極点図ＮＤをＥｘｐｏｒｔし表示 

 

   


